
様式Ａ（介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼書） 

 

令和 5年  11月 13日 

 

公益財団法人テクノエイド協会 殿 

 

（依頼者） 

                  〒386-8608 

住所 長野県上田市踏入2-10-19 

 

事業者名 上田日本無線株式会社 

担当者所属 新規事業推進グループ 

担当者名 小山田 稔 

電話番号 0268-26-2144 

電子メールアドレス oyamada.minoru@ujrc.co.jp 

 

介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼書 

 

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式の一環として行う、介護ロボット等に係る「介護現場と

開発企業の意見交換実施事業」又は「試作介護機器へのアドバイス支援事業」について、下記の書類を提出し

て依頼します。 

 

 

記 

 

 

１．介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書 

 

２．会社概要（任意様式） 

 

３．これまでの介護ロボット等に関わる開発実績がわかる書類（任意様式） 

※）実績がない場合は、提出不要 

 

 

 

（本書類の取扱いと留意事項について） 

○ ご提出いただく「介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書」は、介護施設等とマ

ッチングする際、当協会のホームページを通じて、介護施設等へ公開いたします。 
従って、記載する内容は、公開可能な範囲で差し支えありませんが、具体的な記載がない場合に

は、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご了承ください。 
○ 適切なご協力がいただける介護施設等とマッチングするためにも、記載内容は技術的な事に偏ら

ず理解しやすいものとしてください。 
○ 当協会では記載内容や本事業に関わる各種の相談を承っております。 
○ 案件によっては、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご留意ください。 

企業等 



様式Ｂ（介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書） 

 
令和 5年 11月 13日 

 

介護現場と開発企業の意見交換実施事業等 依頼概要書 

 

１．希望する事業の種類（いずれかに〇印を記入してください。） 

１．介護現場と開発企業の意見交換実施事業 〇 

２．試作介護機器へのアドバイス支援事業  

 

２．依頼者（企業）の概要 

企業名 上田日本無線株式会社 

担当者名 小山田 稔 

担当者連絡先 

住所 
〒386-8608 

長野県上田市踏入2-10-19 

電話 0268-26-2144 

電子メールアドレス oyamada.minoru@ujrc.co.jp 

主たる業種 
無線通信装置、医用電子装置、電子応用機器、各種システム機器及び電子部品の開発・

製造・販売 

主要な製品 携帯型超音波診断装置、要介護者見守りシステム“守ってね”、分析装置 

希望する施設等の

種類や職種等 

 

希望施設に☑を入

れてください 

複数選択可 

☑介護老人福祉施設：特別養護老人ホーム 

☑介護老人保健施設：老人保健施設、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

☑認知症対応型共同生活介護：グループホーム 

☑特定施設入居者生活介護：有料老人ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム、 

サービス付き高齢者向け住宅、地域密着型特定施設入所者生活介護 

☑居宅介護サービス：訪問介護、看護、デイサービス、リハ、福祉用具貸与サービス

事業者、小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護 等 

□ショートステイ 

☑障害者福祉施設 

☑医療機関：介護療養型、介護医療院、病院、リハビリテーションセンター 等 

□その他：（                          ） 

その他  

 

３．当該機器の開発コンセプト又は試作介護機器等の概要（可能な限り詳しく記入してください。） 

機器の名称（仮称） 測距センサを用いたベッドゾーン見守り装置 

試作介護機器の有

無及び機器のコン

セプト（試作介護機

器あれば写真を添

付） 

試作介護機器の有無 １．有  ・  ２．無 

機器の目的及び特徴 

カメラ等の高度な画像処理技術を用いず、測距センサによる非接触センシング技術に

より、高齢者等の見守り対象者のプライバシーを配慮し、装置装着等の負担を掛けな

いで、ベッドゾーン（ベッド上、ベッド周辺）の見守りを行う。見守り機能は、睡眠

姿勢、ベッド端移動、起き上り、端座位、柵越え、ずり落ち、落下、離床を検知し、

危機的状況を判定し見守り者に無線通報する。 

 

 

 

企業等 



測距センサ評価の例：起き上り検知（評価用GUIを使用） 

  起き上りを赤色で表示    測距センサを天井に取り付けた場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

想定する使用者及

び使用方法、使用場

面 

① 想定する使用者 

介護施設や医療施設の入所者を介護、看護する職員、及び在宅で見守る家族 

 

 

② 想定する使用場面 

介護施設、医療施設、在宅等のベッドゾーンの見守り 

 

 

③ 想定する使用方法 

ベッド上又は壁等に測距センサ内蔵見守り装置を取り付け、見守り装置で検知した危

機的状況を、見守り者が携帯する情報機器（例えば、スマホやタブレット）に通報す

る。 

 

現在の開発状況と

主な課題 

測距センサを用いてベッドゾーンでの各種姿勢検知の実現性を評価し、試作機開発に

移行する段階。 

課題： 

・装置の取り付け場所（天井、壁、ベッド構造物等）と簡単設置方法 

・ 

特にアドバイス（意

見交換）を希望して

いる事項 

・ベッドゾーンで必要とする見守り機能 

・ベッドゾーンの見守りを必要とする入所者の比率 

・装置取り付け場所 

ベッド移動に伴う装置の再取付を無くしたいが、ベッド構造物（例えばフレーム）

にアタッチメントを付け固定する方法は受け入れられるか。 

・確実に通報したいために、導入されている無線ネットワークのカバーエリアと作業

エリアの状況 

・同等機能を有する先行機器と比較して、導入可能な価格帯 

・付帯サービス（例えば、寝返り回数等の睡眠状態のレポート）の要望 

 

その他 

 

 

 

 

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 
 

  

測距センサ 

※１はベッド面、※２，３はベッドサイドを表示 ※2    ※1   ※3 
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